
［ １ ０ ０ 周 年 記 念 連 載 ］

学
会
の
理
念
と
し
て

の
総
合
性

　

連
載
の
初
回
は
、土
木
学
会
誌
第
１
巻
第

１
号（
１
９
１
５
年
２
月
号
）掲
載
の
古
市

公
威
・
土
木
学
会
初
代
会
長
に
よ
る
第
一
回

会
長
講
演
を
取
り
上
げ
る
。古
市
は
日
本
に

お
け
る
近
代
土
木
工
学
の
第
一
人
者
と
し
て

並
び
な
い
事
績
を
残
し
た
。本
講
演
は
土
木

学
会
創
立
以
降
、折
に
触
れ
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
有
名
な
講
演
で
あ
る
が
、今
再
び

土
木
学
会
の
出
発
点
と
し
て
取
り
上
げ
、講

演
記
事
の
抜
粋
と
と
も
に
若
干
の
解
説
を
加

え
た
い
。

　

土
木
学
会
第
一
回
総
会
会
長
講
演
に
お
い

て
古
市
が
焦
点
を
当
て
た
論
点
は
、土
木
学

会
会
員
が
留
意
す
べ
き
総
合
性
と
学
際
性
の

問
題
で
あ
っ
た
。古
市
は
、よ
り
専
門
的
研

究
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も

「
余
は
極
端
な
る
専
門
分
業
に
反
対
す
る
者

な
り
。専
門
分
業
の
文
字
に
束
縛
せ
ら
れ
萎

縮
す
る
如
き
は
大
に
戒
む
へ
き
こ
と
な
り
」

と
、過
度
な
専
門
分
業
に
反
対
の
意
を
表
し
、

さ
ら
に「
本
会
の
研
究
事
項
は
之
を
土
木
に

限
ら
ず
工
学
全
般
に
擴
む
る
を
要
す
」と
そ

の
学
際
性
を
主
張
し
た
。で
は
、こ
の
主
張

の
本
意
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　

本
講
演
の
前
段
で
古
市
は
、フ
ラ
ン
ス
の

エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
で
学
ん
だ「
総
括

的
」な
教
育
、す
な
わ
ち「encyclopedical 

education

（
百
科
全
書
的
教
育
）」を
引
き

合
い
に
出
し
て
い
る
。フ
ラ
ン
ス
の
シ
ヴ
ィ

ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
は
、土
木
に
限
ら
ず

機
械
、冶
金
、科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活

躍
す
る
実
践
的
な
技
術
者
を
育
成
す
る
点
に

特
色
が
あ
り
、そ
れ
は
サ
ン
ト
ラ
ル
が
目
指

し
た
技
術
者
教
育
で
あ
っ
た
。古
市
は
こ
こ

で
百
科
全
書
的
ま
た
総
括
的
に
活
躍
す
る
技

術
者
像
を
学
ん
で
お
り（

（
（

、こ
の
総
合
性
こ
そ

実
践
的
な
技
術
者
の
育
成
に
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

土
木
学
会
の
設
立
の
頃
、専
門
分
業
の
趨

勢
に
従
い
、工
学
会
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
学
会

が
独
立
す
る
な
か
、古
市
は
土
木
学
会
の
設

立
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
古
市
が
、

工
学
会
の
会
員
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た

土
木
工
学
者
の
退
会
に
よ
る
工
学
会
の
存

続
を
案
じ
た
か
ら
と
言
わ
れ
る（

（
（

が
、古
市
が

学
際
性
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
も
無
関
係
で

は
な
い
だ
ろ
う
。紆
余
曲
折
の
後
、古
市
と

沖
野
忠
雄
の
還
暦
記
念
資
金
募
集
運
動
を
契

機
と
し
て
土
木
学
会
は
設
立
を
迎
え
、古
市

は
４
０
０
に
満
た
な
か
っ
た
学
会
員
に
対
し

「
將
ニ
將
タ
ル
人
」ま
た
は「
指
揮
者
」と
し

て
、指
導
的
地
位
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
の
で
あ
る
。

【
古
市
公
威
（
ふ
る
い
ち
　
こ
う
い
）
】

［
1
8
5
4
～
1
9
3
4
年
］

土
木
学
会
初
代
会
長

姫
路
藩
に
生
ま
れ
、
開
成
学
校
に
学
ん

だ
後
、
仏
国
に
留
学
し
エ
コ
ー
ル
・
サ

ン
ト
ラ
ル
等
に
学
ぶ
。
帰
国
後
は
帝
国

大
学
工
科
大
学
学
長
、
内
務
省
土
木
技

監
を
経
て
、
鉄
道
作
業
局
長
官
、
工
学

会
会
長
、
理
化
学
研
究
所
所
長
な
ど

数
々
の
要
職
を
歴
任
し
、
男
爵
位
を
授

か
っ
た
。
河
川
、
港
湾
、
鉄
道
、
水
力
発

電
、
上
水
道
事
業
の
計
画
・
施
工
等
に

尽
力
し
、
土
木
工
学
の
枠
を
越
え
、
日

本
近
代
工
学
の
礎
を
築
い
た
。

土
木
学
会
の
誕
生
と
古
市
公
威

｜

第
1
回
（
1
9
1
5
〜
1
9
2
4
）
｜

「
土
木
學
會
第
一
回
総
會
會
長
講
演
」　
（
土
木
学
会
誌
第
一
巻
第
一
号
、
１
９
１
５
）

土 木 学 会 誌
99巻をふりかえる

山
口 

敬
太
　
正
会
員
　
京
都
大
学
大
学
院 

工
学
研
究
科 

社
会
基
盤
工
学
専
攻 

助
教

YAMAGUCHI Keita
1980年兵庫県生まれ。2009年より現職。専
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本
會
ハ
他
ノ
學
會
ト
同
シ
ク
專
門
分
業
ノ
必
要
ニ
依
リ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
自
今
以
後
本
會
々
員
ハ
專
門
ノ
研
究
ニ
全
力
ヲ
傾
注
ス
ヘ
キ

コ
ト
勿
論
ナ
ル
カ
茲
ニ
少
シ
ク
議
論
ノ
存
ス
ル
ア
リ 

專
門
分
業
ノ
方
法
及
程
度
ハ
場
合
ニ
依
リ
大
ヒ
ニ
取
捨
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
云
フ
コ
ト
是
ナ
リ
（
中

略
）

　

余
ハ
佛
國
ニ
留
學
セ
リ 

佛
國
ノ
教
育
ハ
大
體
ニ
於
テ
總
括
的
ナ
リ 

所
謂
い
ん
さ
い
く
ろ
ぺ
で
ぃ
か
る
、
え
で
ゅ
け
ー
し
ょ
ん
ナ
リ 

就
中
余
ノ
學
ヒ
タ
ル

え
こ
ー
る
、
さ
ん
と
ら
る
ノ
如
キ
ハ
千
八
百
二
十
九
年
ノ
創
立
ニ
係
リ
其
ノ
當
初
ニ
於
テ
（
工
學
ハ
一
ナ
リ 

工
業
家
タ
ル
者
ハ
其
ノ
全
般
ニ
就
テ
知
識
ヲ
有

セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
）
ト
宣
言
シ
爾
來
此
ノ
主
義
ヲ
守
リ
テ
渝
ラ
ス 

（
中
略
）

　

佛
國
ノ
制
度
ハ
國
情
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ト
シ
テ
之
ヲ
尊
重
ス
ル
モ
余
カ
此
ノ
例
ヲ
擧
ケ
タ
ル
ハ
之
ヲ
模
範
ト
ス
ヘ
シ
ノ
意
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
言
ヲ
俟
タ
ス 

只
專
門
分
業
ノ
方
法
及
程
度
ニ
於
テ
尚
講
究
ノ
餘
地
ア
ル
ヲ
證
セ
ン
カ
爲
ナ
リ 

而
シ
テ
余
ハ
極
端
ナ
ル
專
門
分
業
ニ
反
對
ス
ル
者
ナ
リ
專
門
分
業
ノ
文
字

ニ
束
縛
セ
ラ
レ
萎
縮
ス
ル
如
キ
ハ
大
ニ
戒
ム
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ 

殊
ニ
本
會
ノ
方
針
ニ
就
テ
余
ハ
此
ノ
説
ヲ
主
張
ス
ル
者
ナ
リ

　

本
會
ノ
會
員
ハ
技
師
ナ
リ 
技
手
ニ
ア
ラ
ス
將
校
ナ
リ 

兵
卒
ニ
ア
ラ
ス
即
指
揮
者
ナ
リ 

故
ニ
第
一
ニ
指
揮
者
タ
ル
ノ
素
養
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス 

而
シ
テ
工

學
所
屬
ノ
各
學
科
ヲ
比
較
シ
又
各
學
科
相
互
ノ
關
係
ヲ
考
フ
ル
ニ
指
揮
者
ヲ
指
揮
ス
ル
人
即
所
謂
將
ニ
將
タ
ル
人
ヲ
要
ス
ル
場
合
ハ
土
木
ニ
於
テ
最
多
シ
ト

ス 

土
木
ハ
概
シ
テ
他
ノ
學
科
ヲ
利
用
ス
故
ニ
土
木
ノ
技
師
ハ
他
ノ
專
門
ノ
技
師
ヲ
使
用
ス
ル
能
力
ヲ
有
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス 

（
中
略
）

　

故
ニ
本
會
ノ
研
究
事
項
ハ
之
ヲ
土
木
ニ
限
ラ
ス
工
學
全
般
ニ
擴
ム
ル
ヲ
要
ス 

只
本
會
ノ
工
學
會
ト
異
ル
所
ハ
工
學
會
ノ
研
究
ハ
各
學
科
間
ニ
於
テ
輕
重

ナ
キ
モ
本
會
ノ
研
究
ハ
總
テ
土
木
ニ
歸
着
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス 

即
換
言
ス
レ
ハ
本
會
ノ
研
究
ハ
土
木
ヲ
中
心
ト
シ
テ
八
方
ニ
發
展
ス
ル
ヲ
要
ス 

是
余
カ
本
會

ノ
爲
ニ
主
張
ス
ル
所
ノ
專
門
分
業
ノ
方
法
及
程
度
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ 

（
中
略
）

　

尚
本
會
ノ
研
究
事
項
ハ
工
學
ノ
範
圍
ニ
止
ラ
ス 

現
ニ
工
科
大
學
ノ
土
木
工
學
科
ノ
課
程
ニ
ハ
工
學
ニ
屬
セ
サ
ル
工
藝
経
濟
學
ア
リ
土
木
行
政
法
ア
リ 

土

木
專
門
ノ
者
ハ
人
ニ
接
ス
ル
コ
ト
即
人
ト
交
渉
ス
ル
コ
ト
最
多
シ 
右
ノ
二
課
目
ニ
關
ス
ル
研
究
ノ
必
要
ヲ
感
ス
ル
コ
ト
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
シ 

又
工
科
大

學
ノ
課
程
ニ
工
業
衛
生
學
ナ
シ  

土
木
ニ
關
ス
ル
衛
生
問
題
ハ
甚
重
要
ナ
リ 
而
シ
テ
大
學
ノ
課
程
ニ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
益
々
本
會
ノ
研
究
ヲ
要
求
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ 

是
等
數
フ
レ
ハ
尚
他
ニ
幾
許
ア
ル
ヲ
知
ラ
ス 

（
中
略
）

　

會
員
諸
君
希
ク
ハ
本
會
ノ
爲
メ
ニ
研
究
ノ
範
圍
ヲ
縱
横
ニ
擴
張
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ 
而
シ
テ
其
中
心
ニ
土
木
ア
ル
コ
ト
ヲ
忘
レ
ラ
レ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

（土木学会誌第1巻第1号、古市公威「土木学會第一回総會會長講演」、1～ 4頁、1915年より一部抜粋）
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［ １ ０ ０ 周 年 記 念 連 載 ］

学
際
性
の
探
求
と

そ
の
方
法

　

さ
て
、本
講
演
に
お
い
て
古
市
は「
本
会

の
研
究
は
土
木
を
中
心
と
し
て
八
方
に
発
展

す
る
を
要
す
」と
、土
木
を
中
心
に
据
え
た

学
際
的
研
究
の
意
義
を
訴
え
た
。こ
の
趣
旨

を
探
る
た
め
に
、古
市
に
よ
る
工
学
会
第
一

回
大
会
・
開
会
の
辞（
１
９
２
７
）を
取
り

上
げ
る
。古
市
は
土
木
学
会
設
立
後
も
工
学

会
の
会
長
と
し
て
、
そ
の
改
革
に
尽
力
し
、

学
際
的
運
動
の
普
及
に
努
め
た
。こ
こ
で
古

市
は
、
科
学
が
各
専
門
に「
分
解
」
す
る
こ

年 会長 会長講演題目 主な工事・設計報告、論説報告

1915 古市公威 （無題：土木の総合性と
学際性）

淀川改良工事、東京停車場建築工事、新潟港改修と
港口の浚渫、鍛治橋、猪苗代水力電気株式会社土木工事

1916 古市公威 （無題：戦争と技術者） 内務省直轄河川計画、八ツ山橋梁

1917 沖野忠雄 道路港湾並に河川改修
事業に就て

本邦鉄道橋の沿革に就て、瀬田川洗堰を超流する流量、
新川橋改築工事、鉄道橋示方書に就て

1918 野村龍太郎 （無題：鉄道事業） 横浜税関海陸連絡設備、擁壁の図式設計法、線路選定の
鉄道の営業費に及ぼす影響

1919 石黒五十二 英仏間の海底隧道に
就て

函館築港工事、東京市内外交通に関する調査書、
都市計画に就て

1920 廣井勇 将来の港湾 高橋架設工事、信濃川改修堰堤工事設計、遠賀川改修
工事、江戸川改修工事、市街高架線東京万世橋間建設

1921 仙石貢 技術者の職務
小名木川閘門工事計画、鉄筋混凝土に就て、
軟弱なる地盤に建設せられたる橋脚橋台の構造と
竣成後25年間の経過に就て

1922 原田貞介 河川工事特に地方河川
工事に就て

土堰堤に就て、神戸税関海陸運輸連絡設備、
日川砂防工事

1923 古川阪次郎 国有鉄道の現在
及び将来に就て

釜山築港第一期工事、帝都復興に関する土木学会の
建議案

1924 中原貞三郎 昔の日本の土木事業と
今の土木技術 浚渫船、帝都復興事業に就て

（無題については、筆者が注釈）

表1　土木学会誌にみる10年（1915～1925年）

図2　「報告 八ツ山橋梁」2巻6号（1916年）

図1　「報告 淀川改良工事」1巻1号（1915年）
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と
を
懸
念
し
、ド
イ
ツ
の
化
学
者
エ
ミ
ー
ル・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
言
葉
を
借
り
て
、「
科
学

が
各
専
門
に
分
解
す
る
︱
ば
ら
ば
ら
に
な
る

︱
の
を
防
ぐ
為
に
其
全
体
を
総
合
統
一
す
る

頭
脳（
注
：
い
わ
ゆ
る
百
科
全
書
的
頭
脳
）

が
少
な
く
も
一
つ
必
要
で
あ
る
」と
、問
題

解
決
の
た
め
の
統
合
知
の
重
要
性
を
訴
え
て

い
る
。

　

百
科
全
書
的
頭
脳
の
担
い
手
に
つ
い
て

は
、「
今
や
此
の
如
き
者
は
な
い
」と
、個
人

に
は
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、各
専
門
分
野

の
相
互
発
展
の
可
能
性
に
着
目
す
る
。す
な

わ
ち
、「
特
に
応
用
の
科
学
に
就
て
申
し
ま
す

と
、或
る
事
業
を
担
任
致
し
ま
す
者
は
、只

に
従
前
の
仕
来
り
を
継
続
す
る
の
み
で
は
其

責
任
を
尽
し
た
と
は
決
し
て
申
さ
れ
な
い
。

一
層
之
を
改
良
し
、更
に
進
ん
で
創
造
す
る

所
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。是
が
為
に
は

各
科
に
亘
つ
た
広
い
知
識
を
要
す
る
の
で
あ

り
ま
す
が
、広
汎
な
る
学
科
を
一
つ
の
頭
脳

の
中
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
か
ら
、

一
人
で
成
し
得
ぬ
所
を
、数
人
協
力
し
て
仕

遂
げ
る
方
針
を
取
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
」と

専
門
分
野
間
の
協
力
連
携
の
意
義
を
唱
え
て

い
る
。こ
の
と
き
は
工
学
会
に
対
し
て
で
あ

る
が
、
学
会
に「
各
専
門
の
連
絡
」
を
期
待

し
て
い
る
。

学
際
の
中
心
と
し
て

の
土
木
と
は

　

古
市
が
懸
念
し
た「
総
合
化
」と
い
う
主

題
ま
た
統
合
知
の
追
求
は
、当
時
土
木
事
業

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
必
要
と
さ

れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。こ
の
と
き
古

市
が「
そ
の
中
心
に
土
木
あ
り
」と
語
っ
た
、

そ
の
土
木
の
意
味
は
自
明
で
あ
っ
た
。そ
れ

か
ら
１
０
０
年
、専
門
分
化
と
学
際
化
が
進

む
な
か
で
、総
合
化
の
問
題
は
ま
す
ま
す
重

要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。反
面
、そ
の
総

合
化
・
学
際
化
の
中
心
に
あ
る
べ
き
土
木
と

は
何
か
、と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

成
熟
時
代
に
お
け
る
社
会
基
盤
の
あ
り

方
、実
学
と
し
て
の
土
木
工
学
の
あ
り
方
は
、

黎
明
期
の
も
の
と
は
大
き
く
変
容
し
て
い

る
。都
市
・
自
然
環
境
や
地
域
社
会
の
持
続

性
、
多
様
性
、
創
造
性
を
支
え
る
た
め
、
人

間
が
よ
り
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
つ
く

り
あ
げ
る
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
知
と
は

何
か
。そ
こ
か
ら
問
い
直
し
、総
合
化
・
学

際
化
の
中
心
に
あ
る「
土
木
」の
意
義
、「
土

木
」の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

古
市
が
学
会
員
を
鼓
舞
し
た
の
は
、知
の

統
合
の
あ
り
方
を
定
め
る
の
は
学
会
員
自
身

だ
か
ら
で
あ
っ
た
。学
際
的
展
開
と
知
の
統

合
の
あ
り
方
を
、ま
た
連
携
・
協
力
の
場
と

し
て
の
学
会
の
存
在
意
義
を
省
察
す
る
に
あ

た
り
、古
市
の
会
長
講
演
は
原
点
で
あ
り
続

け
て
い
る
。

注
： 

引
用
に
あ
た
り
原
文
の
旧
字
体
を
、適

宜
新
字
体
に
改
め
た
。
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